
アブラハムの物語（7/7）：聖殿の建築
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アブラハムは再び彼の息子イシュマエルを訪れますが、今回は人類全体にとっての崇拝の館である、聖殿の
建築を果たすという重要な目的のためでした。 
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アブラハムとイシュマエルによるカアバ建築
数年に渡る離別の末、父と子は再会しました。二人はこの旅において、永久なる聖殿であり
、神への崇拝の場としてのカァバを、神の命によって建築したのです。そしてこの荒野は、
ハガルとイシュマエルを置き去りにしたアブラハムが、彼らが偶像崇拝をせず、神の崇拝
を確立するよう祈願した場所でもあったのです。
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アブラハムは、人々が崇拝の中心として礼拝中にその方角を向き、巡礼の地としての栄誉あ
る神の館を建築するため、息子のイシュマエルと再会しました。クルアーンには、カアバの
神聖さ、そして建築の意義を説明する多くの美しい節々があります。
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カアバは全人類への導きと祝福として崇拝の場に制定された最初の場所でした。
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預言者ムハンマド（神の慈悲と祝福あれ）は言いました。
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アブラハムの祈り
後世の人々によって聖殿とされるものの建築は、神を崇拝する者にとってはこの上なき崇拝行為で
した。彼ら二人はその偉業達成の中途において、このように神へ祈っていました。
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またアブラハムは、カナンの地に住むことになるイサクの子孫ではなく、この地に住む
イシュマエルの子孫から一人の預言者が選ばれるよう祈りました。
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写真後方はアブラハムとイシュマエルによって築かれたカアバ聖殿、そして写真中央は預言者アブラハムの足跡を残す、アブラハムの足場。

アブラハムによる祈りは、預言者ムハンマドが（イシュマエルの民である）アラブ人と
して預言者となったこと、そしてマッカが全人類のための聖殿としてだけでなく、マッカ出
身の預言者が全人類に対して遣わされることになったことにより、数千年の後になって実現しまし
た。

いかなる民族や人種にも囚われない、全人類にとっての唯一なる真実の神の崇拝の場を構\築する目的
を果たしたことは、アブラハムの人生における絶頂でした。この聖殿の確立によって、彼が呼
びかけ、犠牲を捧げ続けた神は、いかなる神々をも同位者として並べられることなく永久に
崇拝されることとなりました。実に、このことはいかなる人間の上にも恵まれることのなかっ
た偉大なる恩寵なのです。

アブラハムとハッジの巡礼
毎年一回、世界中のムスリムたちは老若男女を問わず、アブラハムの祈りでもある巡礼の
呼びかけに応えます。その儀礼はハッジと呼ばれ、神の寵愛を受けたしもべであるアブラハム
と、その家族に起きた出来事を記念する行事です。ムスリムはカアバを周回した後、アブ
ラハムがカアバ建築の際に足場とした石である、アブラハムの足場後方で礼拝を捧げます。礼拝の後、



ムスリムはアブラハムとハガルの祈りによってイシュマエルとハガルの乾きを癒すため湧
きでてきただけでなく、その後も今日に至るまで土地の人々を潤し続けてきたザムザムの泉
から水を飲みます。サファーとマルワの間を巡回する儀礼は、一人孤独に赤ん坊を助けようと
したハガルによる必死の探求を記念したものです。ハッジ中、ミナーにおいてだけでなく
、世界各地のムスリムたちによって動物を犠牲として捧げる儀礼は、神のため自らの子さえ
も犠牲に捧げることを厭わなかったアブラハムの行いから来るものです。そして、ミナーの
柱への投石の儀は、イシュマエルの犠牲を諦めさせようと囁いた悪魔の誘惑を拒絶したアブラハムを
模倣するものなのです。

“われはあなたを人々の導師としよう”1
と神が述べられた「神の寵愛を受けたしもべ」は、パレスチナへ戻り、その地で逝去しまし
た。
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クルアーン２：１２４1
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